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ま・え が き

1）この速記録は、昭和55，56，57年度文部省科学研究費総合（A）

 によるもので、研究者は次の通りである。

  江見康一、丘本正、大屋祐雪、坂元慶行奪鈴木雪夫、竹内情、

西平重喜＊（代表者）、野沢正徳、広伍純ミ藤本煕、松下嘉米男、

松田芳郎ミ三潴信邦ミ森博美ミ山元周行（・推進係）

2）インタ・ビューの聞き手としては、研究者以外の方々のご援助を

得た。その方々のお名前は、別巻を参照のこと。

3）この速記録の原本は、統計数理研究所図書室に登録保管される。

 そのほか、話し手と聞き手及び関係の協同研究者が保存する。

4）この速記録の利刷こ制限はつけないが、話し手、聞き手、研究

代表者または推進係と話し合った後にされるよう希望する。

5）速記録を個人的に研究するため、コピーを希望する方は、代表

考がコピーしやすい形で保管しているので、それを利用すること

 ができる。

以 上
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田弗  日本の統計数育外発展ということで『すれ∵

鈴本 あまリてれにこドわらずト、団易先生q半生記を
伺いすていわけです．よ。

因島  軍ギ前づ・ら単茅中にヵ・け7（ことけ、 実はよく矢りらな

いんて“ ｷ臼 ドブて・ ぼくが’数学教育（こ ．とに直接タッチ

レ出レいは・新制高等学核が’昭和21年から．スタートし
て、検定数科字をキン史しブ・ころヵ二らなんで・す。 てして、

28茸一ご’ろ咳・；日数次（日本教学。教育学会）に関係一しナて。

 ド’がら、戦時中の’ことは話に聞いでい・るだけで‘’、上く

知けい。てグ並（ヒこ列よ島田一茂・ざん列とこう11行Iっ

て聞くと、一 謔ｭわがるて・・しょラ。

鈴木 ．さしあたって・．先生が1数学教育の一方に関心芸埼っ

プて動桟・みたいな内は、ビういうことなんですか。大学は一
慶応・て・’すか。

田辛 牢た川ま・東大数学科ですよ1．何本づ・てれ知らな

かっナ〈．んで1すか二

鈴木1珂固釈義先生い・・・…．、

田島・つ上。亀谷亭！いう、・ム細未玄チ本1，1いた方

なんチーと一触

鈴木 前巧統数朋勿所長一仁’った・末綱先生から習．フブ・んで・

すか。

因島 習いまレた。・ばくか、大学を出ブ・昭牙用年に、考へ
                   ㌧。方研究ネ土から 「高教研究」 という雑誌村劣リ刊され．す（んで・・

す一ドまパ放宇七三プ・・前身み．1・いないす一．プ

高等教学を賂！て高教1いつ1・・て一れ1ガ丈一学坤開1文、

高等牧’学大衆化ヒいラ趣旨の一雄苑ズ、．文枝巧受験生も読

“・けれども、単なる一 �ｱ雑1志というので一なしド、高等
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数学をもっと広く’大衆化レよラという②て・す。ばく’はて

の編集をやリましナ（。

鈴木 主に微積小み仁いな、いろ・いろケ問題なん・かを根

フたものですか。一  。
因島 いや・もフとも．フとす．ざい論説・．研究もブてくさん

ある人だポてψ・ら解析学とか幾・何学とか、いろいう

なものを平易牝レてよくわかるようトぼくらが書く。い
ういらな懸賞問・題といラ勿もあフ．て、読者か；問題とと

もに答案をつのるヒいラーこともやリ主しブ・．・llに、高

木貞殆先生（「敦字の自由桂一という本かある似1、これ
はこの 「商教研究」から生まれ†。も列です。’  ．．．

鈴木 考へ万石打究ネ士から出レた本て・・すね二

目島  こ勿 「高敬朋究一．に、高木先生には毎年／国1ヰ河

’か書いていたドいて・すか・、マれをまと＾て、戦伽
昭和・手年’I ﾉ出しすてんで・す。

鈴木 数学（自由壮  こラいうタイトル†二’と、い音復

干リしても売れてうですれ。
目争 先生勿一「率学秦崖談・（茉．．立出版）1てカ匹敵するよラ

乍本て‘一、ぜひ復刊したい七のの！つです。

 とにか’く、予う．いラ雑誌・縞象をヤブでいま←て、て
れから碑原〕こ業火事．かでさ仁とき1〈、藤原工大（先生に’

ぺ㌧締1・棉美外小や1て、わ／バ・マ1・い1ジ’
ヤ・、十・lIスチッ7、ケ1羊好きたつナ1わけよ。千・列．うちに

．兵隊にとられて、終戦になフて帰っマさト。

 今度1ま新字1高等学校が1てnきて、検定敢行書が・忠．ること

1て㌻っトわけて’’す・ そうしトら、藤原工業本学て㌧教之た

1期生て’秋b君セいラ（州・・て・、予れかちょラーど’学祥図

書といラ争ネ土に就職していア・・検定款秤書なら、田」島き
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い講義帥レろいか．ら、因島さんに書いていっ．ナ・ら

と’’うかということをネ上長にいフて、ぼ’〈（ところにやフ
て’ ｫkんで・いレろいか；ヤって牛よラというご〕・
なった、わ1プ   ．  。
鈴太 それは何の坦版え土で・すか。

田島 でれば掌枝図書   字図と賂していう。て巧ころ
は、学校図’書ヒ好学ネ士と同し1会え土乍ん11’けれ＾、・1・中

・1ま学図て一、高等、学校は．好学社て・い1ラふラ1・谷つ一れてや．

一フてい仁。好学社づべち高等学校・検定款粁書をいない

かとい．ラバ’＼レ’や†フてみましょハいってわたわ
1ブ。

 それ1ぺ解析∫、、「解析I。、「幾何、なん、ヒい5敢角

書。それ～㌧雑数学一という・勿か・あ1だ．

鈴ネ 「解析J。、「解析■・、「幾・何・一†～1ブ†～っ忙んレ’ギ

ないで．’すか。「一般数学一 毛あブトんで・すか。

田島 一番最初一は干解析ユ・、「解析皿・ナ～けだつ㌧昭

禾1・る平にパー稚数学・・「解李†．士一、十解析L・「努肌

鈴木  「一般数学。4中にτ代数。．みkいな巧が’一木って

い㌃てんで・すか・

同島こ・坦．は丁メ1力こん勿彩饗で・、実袴鼓学みたIい

なも州いっぱ．いあるわけよ．涌賛数学村、い÷．こヒふ

ピ1っ1プいある。 そ句中に、「確率、順列、組合t、統計。

皆人っている。そういう一ムて1教科書をやろうヒいフて・、
教科’曹�q石和2フ～28年ド虫し才（わけ。

 一でのころ、 民間で’一でういラ教学（考文科毒壱忠す会．ネ±は、

好学社と大日本南書と三省堂ヒこ（3フ②合ネ打之けドっ
プて一。

・鈴木 当時は’・3フだけプフブニんでハすが。
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因島 そラ。

鉄末 高校への進学率わそんな1て高くながっk．でしょう。

．国島 当時はそうれ・中学からハ進学羊1ま42％から50／
く ら いいフ て いた1． そη 3ネ↓の検定孝丈ネ斗書 をつ吏 っア㌻。 r

番ネ刀めは、とにかくみんな英文に翻訳レて・、q H aに時

7一ていくんドよ。文音ア省と一こう一レや†いん†㍉

鈴木 全部英訳するんて一すか。

因島 それが金かかって．しょうギながブトんすぞれ。マし

て｛Qて・・「A戸P疋OV丘D BY GHQ、・といラ
子リこをもらわないヒダソ。てういラ時代†～フた。

 そつ・1土だ1げll・ん1・けれビ毛、ぼ・・好学帥一蔵

和音が・一番亮れ行きか‘1よ＜て、全国列シIユ丁の7ψを占

ハていた。．

・鈴木． ク害リ超え†てんてはすか。

田島 て．う、．えら＜売れ†〈わけよ。τ｛’か．・ら高等学校（年

両己の先生は、ぼくの好学祉（数学教科書を．ノ度ヤ2度使

わケい人1よケいわけ。 ての後からボんドんいろいろな会
’ネ士か1ふえτさブ・けピね。

 キラして激狗書巧者考ということで∴、自然1て｛ビうし

ても数学旅育のいろいろケ会合やなんが1・顔を払さなけ
れば・ならなくなフて＜る。・そんで引っ張リムまれて、昭

．約28年ご一るか9日敏教（いろ・んなづ士李ξす岩ようになフ
ブてわサ，．㍗す。・

鈴木 高一校．数一学②内奏で・、確率、統計が・入る．よラにみフ

「（のは、 いフこ’’ろφ＼らで・・すヵ＼。

因島 て（話になると、戦前、戦中I・話から’レないとい

けなくな一そ．ん†∴昔の旧列中掌校の数掌は・代数・幾何・
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三角、立体禽何．ヒなっていたわけて一レよう。それが1・、太

平ラ千戦争が始まる前ころから、毛っと．中学技の数学忘レ

ヘ・ル了ツプレなげればいけない、考赦積分巧初歩も入れな

ければいけないピいラ秤㌧星になフ仁わけ。ヤきレいラ放積

水書中学核（数学r耳又リ入れるという巧バ、日本（中学
校α先生1方巧悲願す～っす（んだ。

 て．れτ’、ど1こがら詩しア・らいいがな一石神6年はちょ
っと古温き’’るナユ。

鈴木鵬和／夕年くらいグ・一．

田島 肥末口／ク年、その坦から行きましょう，昭和／7年に

要目改正という勿村ムつて、           ・・一

 「昭和16年1月頃辛ク文部省内にも中等学校凄文学率授．

 要目調査委員会水殻けられ．て、

  料谷栄一、・木村秋子、・、乏因．我勝

  佐藤’ポ郡、浦水原・欠郡、一’高木貞治

 △旧中 ’良遇、 戸田 ．浦、一 西山  毅

  （△1ま起草’委頁）

 （言者氏が’省外・委員．となグ、昭和17．等1月8～9日に

要1家惰沃老｛・（「1千数学・教育柱ナ茸羊・L
 そのときに・熱学の第一頻、第二乗員がで㌣わけよ。、

鈴木  再統計的処理、が・人フているんて・・すれ。

因島統書†と1、、1州、ニト学細算術や軸にも1もと
兵るわげ．統計は確率布んヵ・よりす｝フと古いわけて・寺よ．

ビラ・いラ意味ハ統書†かは万リと一レて．。

鈴木  「目．常卑並ナル事項二就キ統計・的二者象ス，1レ態度

ト的万室ナル処；二、王星一ヲナス能カトラ巻フ」づ

田島 主に、表にしてハ㌧セントを円グラフにする・とか

÷ん〕・ヒいラ技術（方1て走っちゃ・うんア～けれども、二
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応そういうことが兵るわけでレよう。
 ．それでずっと来て、 ／年に’r統書†的処理・ があフて、

第斗学年ド「筒敏ノ処理一ヒいうムク出でく台わけよ．
重令木   「順列J「喬且・台＼セJ。

由I島  「確率、「二項定理」”「有限個ノモノヲ分類処三里ス

ル師ヲ養フーとい1の～てきて、「順・列。．「組合セ、「確

率一「二項定五里・、ちIよっ㌢なまげみたいト、こ列坦で、初め

て 「確率。といラ言業か・出子くるんて’’す二号タ学年、旧

制」中学て回すがら夕学年まてある。

鈴ネ1 いガ．これが’ちょうビ碕核3年ぐらいの感ビで’す、
ね。

田島．第5学年にドっ’て、・第1．類の最後に「統計図表ノ

考豪。一というのが・ある。「彦教分布、「早均卜偏差、「相関関

係・「実験弐・が・出てくる∴ これ．が昭知47年勿要目改正て・、

い一ｾ子1羊戦争ヵべ始まフているわけ。

鈴木 高等す学核ヒい・ラ勾も、内容が1まト産うので’すか。

田島 ’青は中学は男女列で、こっちは少し．やさしくレア・

ような．壱列て“すよ一

鈴木 ここにも手掌卑r二「〕1早列・手且合セ・・確率・人フて

いますね。

出島こル昭和1・年べ．放正で、てれけ．戸レ1・んμ

う∴岬和！3年の要目は同し’舌勿なんて’’すよ。

二鈴ボー！「放科書のな一！年間・ヒい1．州・ピ1いll
となのて’，すか。

日高戟子が’率しくなフて・こラいう要目・がわても…

雀冷木 赦科事が．・出版て州き・ないわけて’’すか、・紙が1なくて。

田島 そうで｝レよう。「昭和17年5月に新しい要居は発表
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されたが’、それに単拠レた教研考は一つ舌．ない。」

鈴木 目移禾口17年こ’’うは∵田島尤生何も書いてな一乃．で’す

力’。

田、島 書いてない。何毛げく1まてれにタッチレてない。，

ぼ／ド、そザろ’1よ、藤原エ六の先生になっ仁ばかりで’、

18年ドは兵隊に利フ張られちヤいまレて、千の坦列ごと
は直接知，らないので’∴す。

鈴木 当時、島田茂先生1まヒIIこトいア・んですか．

田島 文部省。

鈴木 文部省つ検定言累て．’すか。

田島 検定謀レやない、．文部省の汝伺調査官。要するに、’

こ の二五の改定で、「イ赦分・禾責づ＼J と 「1リ貢列 ．葎直会せ一「争売言す

と確率・．、そういラバが’ネ刀めて．中学校（赦掌（中1・入って

きト。

鉛1木  「。近似値（扱い。 というのもあリますね。

田島よく矢口らな．い・どういうこ・一とをやっ存のが一

鈴木I四捨五入’ヒヵ・、・まるめ方（友れし一ヤないで…すか。

田島 そラい．ラこIとで’しょ・ラ。ね。

 ’てれで’戦争か1、激レく．なフて、友とIまごち．やご’ちゃなん・

†～な。 て‘‘毛 、 こ ラ いラ彦文末十考1が1そ（イ麦て．き ヒん†そよ。’

重令木  ない巧‘ま／茸間だ’けなん÷・・すね。

田島・ての市とちょフと、一類、三類といラ数禾升寺か・て．・

き仁ん1｛㌧わ1半卯薄1ぺらの舛もクいよう、なへん
ちくりんケヤつで’、克すてごヒある8。
 そっ前1て・数学者支育再構卒研究令と・いラ浬動ヵ二：一∴戸国

浦さんヒ6・・日数放の蓮中て・1行われプ・ので・す∵そ；れか、〆

んだん盛1土がっていって・末叩有で．．・予ういラいまの

ような改定卜賭み切るよラドなフプてんで・すね’。ぱ年、！6
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年表忙ハま、再構成て“一ワアワアやフてい†・．。

．なぜて1いうふラドなフf・去・・とい1、そ・加事梼を

言克明レな1アればいけないんドけれども、とにかく、教学

激育再構成’運動といラ4台、’全国碕にあった。それでいま・

（よラに、牧学一類、数学二類とい一うも列になフ㌧微

分、積かつ初歩き入れる。個数巧処王璽み存い．なもの・が’人

フてくる。解析幾何の湖チを入れる。要するに、旧キリ局

板で’十っている数学の一郡ノ水を下に本寺フてこよラという

運動一が・あブトわけなんです。てれで戦争が’ドん〆ん激し

くなっていって、放科書（ない／年間か・あっトリケんが

レて、敦字一類、二類ヒいう教粁書州やっヒこすっとこ

忠㍑す㍗れピも・とう．ヒラ終戦になっちゃっ㌧
 千れて｝終戦になるピ．．6… 3列と一いうのを丁メリ

カがら押．しっけられて、22年に新馴中学が・でIさて、23年

1こ豪㌃制高ネ麦かで’’きて、24年r新．串1j大学が’発一足するという

ことになる．わ1す下川柳・

鈴木  22～23年の二列ま、ど1ラいラ放科書を枝フていτ・
ん、て．’ ｷか。23年の．要綱改定4前のも（を使っていた・んで一
す’か。

因島 前のものとづ吏ってい†（。茅奇に、・・ト中では曇を塗フ

て。   一   ’

 て．．！て．二昭弄…耳がら新制中学がスタトレて・単元
学・習：’ピこ・づのが1盛ん二になっプ・わ1ずで1すれ。持にニト学才交の

算術で、塩野直道さんの辞表紙列「力べ／木7…女ぜ界
的な石著なんて・．す。．実際いまから見て毛、国粋主義的な

郁／本以ろげれど毛、大幸よ／て・きていト知黒部氏

パ小学卑佑1ヒいラ例から塩野さん・鮮率紙パカズ’／
木〉」に一なフー ｽ。
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鈴本 でれば副読本て’■すが。

国島いや、文音アれ教利書なんで．す。多ケ色刷ソーも八

フて・・る し才a。

省令木  出版ネ土はと・・一こですか。

田島 文部席。1国一定なんで’す。塩野直道とい．う有名な傑

物か一仁で’しょダ当帥・文音1わ．図市監修官と一1

（ヵ＼な、ての人が’心血．茎1主いて’フくったわけで’す。

鈴木 ／人で．’……？

軍島あと、前田隆一さんという人七協力／†1けれ．ど．も、

ほとんどリ人．で。

 それが’全都†め1二なフて、単元学習てI’ヤリなさいと1一・

うことになった。 生ラ舌単元といラやフで’すよ。†（とえば、

お屯しろいんて‘．すよ。『第1単元、住宅⑦学習才看専（居才乳、

こういうことがh書いてある。ます’’「ネ士会的なもの、、ア月

本の家屋に1コ・、一次のよラ’ﾈ持微（或ること整理解する。
一θ一．夏向きて’’開放的て’’兵る。と．融並桂に宵む。 C．杯

室はないが・家族I白1で、タ）る。λ．非衛生的でIわ（特に便

所・量・夏の（今、か一1まえ）。．e．設備がふレ・ゆうぶ1ん

で’混雑トお一ちいる。f．重力作並湿が’非能率的で・ある、な・

・くノて、 こんなのを「づ主宅、．と・I・うテーマて〔やリまし一よう。

 次に、「5教I学的なもの。丁（1）達髪物などドつい．て、
円すい、円本主、王ギ，、直方体、立方体、角すいなと一｛言忍巧、

まい巧必要椎を躍解して用・い手・ヒい．・て牢て．／る’

け。

香冷末 がなリ総后一的て‘、すれ。

向島てうなんて；’す．おもしろいて・すよ。「2．1蔭彦・心・

がまえ」、「通瓦・亥宍気・保温一なピを適当に一 ｷるよラにく
13・うする態度を’ﾙ＼ラ。、それふら・習慣、でしょう。r技能、
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というところ・には、「（1） 円すい・円柱・直方体・立方休

などグ1形を作る技能毛得さセる一り

鈴木  「早均」が忠てきますわ。

因島 『／戸当リ巧阜均など、平榊孝之を用いる根能

を得させる．リー「絵グラフ・一棒グラ7・祈れ線グ’ラ7を作

フたゾ読んチリする技能を身トっけさセる。、I

4冷水  これが1中学の着丈学の（1）の要目トあるんで1」すね。

因島’あるんて…一す、てういう乃が・。

 ドがら 、 よほ ど・ゆ フ く リ E手間をか’けて 、 かな一ソづ葺い先

生が十手にヤれは’いいて．’しょフけれども・大幸でレよプ

金末一 本．麦て岬すね、急に教学やっナ。ジ

田島おも！るいこと1ま。お七しうい一てヒ引ギ’算数の時

間に。、さよラは、専、約リ盲十ゾましょラ、伺をヤ・るのか一と

恩1と・．まず・ドをキ／に行かケげ才し1よIナぐらな一い・え・

さをへれる箱をつくリな．さいと1いって直方体・話が’出て

きトリ。 そういラ巧をコ了カリギュラ∠・というんfく㌧て

れに振リ回これt・わけド。新串リ南箸掌枚で．．はそれほビ影

響．ないわけ、そういラ生活草元学習1こ1ま。

鈴末 ある意味て・は、あまリ首尾一貫椎右いんい坤ケい
、で1すが’、数学敏責に関レて。

岡島’伺が、．∴・…？

於グ．戸．本（族学教育・そ（ヒ」き｛てあカノ麦わリ豆
ぎ’・て1。・

I田島 そラだ一ね。

／鈴木  「美合。を入れたソ、外し一てみたソ・・…㌧

田島 ちょフと得フてよ。そん一な1：二垣に話か・飛んじ1ヤ

ラとこんが’クかるから。

 新制高等学核1ま昭和・・年がらスタードす亭て’1いプ
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鈴木教神書のこラいう改定要綱みkいな4バ出て、す
ぐ敢和書がで・きるんて＾すが。

一田島 率行書はビリあえず’昭和2手早くらいかち出てい糺

中宮半民の中等学放放神書株式会社ピいう（バ’・「教一学一

類、二類。というのを出レト。そ（今社から23年に・と
ソあえす‘’教科書1よ忠†・んポ。たけれど1も、太当巧意味っ

民間の検定款粁書は舌う少レ後なんて・すよ一本式4もっ

が’出た巧は昭禾026年なんて；’す。そ句ときに新割高等学才麦

てrよきっさいつ仁し段数学。と「解才土工一ヒ「解仰’工。

と「�ｽ一ヒいラ手つの秤肩11いす・一でしてその「．一

般教学」＾中で1「統計。というのが’かなリ重要ネ見されτ

出ているわけです仏。
鈴木  1ま．くヶんが高一枚ドー八っトのは如和28年で．すが’、そ

のころ、何カ・㌧稚数学一・記憶1けいんで’すけナ！と・，も

ね。

因島 それは普通の学．才支て・■まL．柘数学、ケんで、あえ

年もの教える列も大変卜．レ、第、・大学のI入学試験に牡

ないから。レ4・ポ解析工一1解析■■「幾・何。で’もみんな

やけくても．、、文枝1伺肘～けか、入る一は・斜周やれ

ば1いいて・しょう。そラすると・’丁幾・何一わ峨遠されトわ1プ

よ。．てれで・幾・何・がドμん衰えちヤラ・

省令末・ 「一般数学、 は、工業高校とか商業商厳てn彼フて

いす・んで’すか一

田鳥 ヤや伎っ†・一学校もあっすく一けれども1結局、ずく・1な

／なってしま∴ヰ！†1相．。「解析L竹パ統計1と確乳
というハい虫でくるわけです。ト’けれども、’ ｻれが弐験
r揮、関係だがらあまリヤらナよい。

 昭和・る年に1夫まつすて新帝1高枝。学習施薯要領て｝L般
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数学・とい．1巧か’人1て、そ吋r「統計・というのか

か．なソのウェ’トを持って出ているけれピや、現場で’は

㌧般教学一はほとんどヤらないか；、卒まソ影響なか
ブτ（。むレろ一「解析■・q方て”「統計と・確率、か入っセ、・

それ州現在まで・・ず．っヒ残フているわげて‘’すれ。

董台木  受験問題なんがで’壱、そう・・うのrひ・フかけて極

限を計算さ．せる㍑’、何グひっかけテ・問題．ゴ払7いナ。と

思一うんて’す、とIlこかグ）大学の人言式問題で。

日島’ Cええ。それで．’ラんと話が・飛んで，、一丁解析■、に「統

計と確率・．あるい1ガ「確率と統計。と・一・う項目方・・あって、

’それギ’か度け指導要領が’昭和30年一’これは中間的な毛の

で’、高等学板1ま昭ネロ35年で．すね・てれま．で’．はがンキガヲ

ヤ・やっていナ・勿か’、ようやくこれで系統学習にきらんヒ

戻し仁（。．でれば生ヲ古車元て一’小中が’舌しれていた。 てれき昭

え053算に、・卜中ヵい系統掌習1±戻しすてわけで．すれ1

鈴木 35耳の改定ぐらい4ときから 「解析、ヒいラムか・

な＜ヶっトんじ’ヤないで’すか。   ・・

田島 昭子・．3∫年からげ・「数エゴ数I一「率皿」とい・うふラ

に㌃っト。 その 二一萎丈皿一 ＾1中に 「石官牢、統書†一 ヒいラの

か・兵多一わけて’’しょう。けれピ．も人学試、瞭には拝、関係ブか

ら・、 ク、ま リ 正見立易で’はヤ らナして ない わ1テト＾。 ．

 と、1ろ．ザ麻1斗1年ド・卜・μ†、一・・年．高等掌核、1

．うい11一改定ヵ・行われト④この改定州いわゆ今飾化才1導

要領で’す。

づ冷末  案冶＼論・か入・・た巧け、43年二・・うT・すぐ。

田島 菜合というのは、昭手6・ケ専攻定のときに高校た’ヶ
に一は入っ’ ｽ1、というよりも、．本文仁はな．いんドげれと・・も、

施導キ（写愈事項・というところ1て「望まレい・ヒ書いて
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あるわ1†で・すよ。案合q考えを入れて取ソ扱ラことか・室

まいリビな1ている。’ ﾄ牝で小学稜や中学校もそラい
う考’えで’やリましようというハて1・・・…。

飲木 この財用卑グ文ノ定の．込て’一、抽象代教みたいなつ

ちょっヒ八フてさたんレやないですガ、群論的な。

田島群論的な列1まてれはまド。43年、4今年、45年（小
中高利改定で’、トビえば中学2年の数学I（．「妾丈n集冶＼巧

符フ構造。とか、何がしゃれ仁ことが・出ているわけ7‘’す

ね。

 大峯なことは、昭和3ケ年4高等学核の 「教学皿、（．ヒ

こうに・「確率、・統汁・ というのがあって、「数学工。「教学

I一．ﾉは全然ないわけで1すよ。 どこ多・わv白目利45与的改定

て・は、てれて・、はまず“いヵ・．らヒいラ巧て・・、「数学ユニに確率

の一部をおうレプてれけでIすれ。それ・から大学入試に確率

パいっけい出るよラIになラフてわけで’すよ。

省令末  「放掌正一 に毛確卒は出ている．でし’よう。

田島  「萎文学五二1てAとβが・ある。A例方1て確率、手先君†

が’人フている。

 もう一遍整理していうと、さフきの’早召和［年の要員改

正で、戦争中、代数、毎句、三角、立1本となっていた1日

制中軸．数学を代教的れの・幾何舳いい・ラ．戸・1

に一類、二類として、パ教的なもの（才に順列、組合せ、

確率と一ラ毛州へ1てきたわけてへす。マれか1、統計は、

もともと小学枚からの延長で．∵統計て’グ’ラ7ドあ宇わす

才支術壬かなんヒかと㌧・う こ と 。順列・系且冶＼ヤは岬，妻文・（・枠

王堅とかいラ者え’方で’ち ょ フと 忠るI。 千オtが’昭手白1フ三年勿要

員改正で’そうなってきナ（わ一げて・すね。

 予れわ・ら一方において、連．続的安／目ということでM、倣
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頑瓜勿考えを中等数学に取リ入れナてわけですね。てれで．

教科書が・ラまくっくれないま昔、終戦になフてしまっ†こ。

鈴木 22年②改定のときは．あ壮肩せ⑦もっなんで1すね。

26一年で，ら’いからようやくあ・イ士肩＝せてI一なくて。     一・

田島  26算。）ノド字‡麦は京イ土ノ著せが・ヲギって・・て、 生ラ舌単元

かず1つ ヒ残っ ていナて。 て十しから脱却する巧が・．鵬手Pヲ3年な．

んで’すれ。．

 そのときr、笠山さんなんかの教教協、ああいラ人た

ちが，水垣方式をやら有けれ1土’ダメす～ヒか、フアワ了やブ

トわけズす。．1づ一れピも、新制高才交巧数学1よ、予れドと一1空

1舌単元には影響妻げてないわげです．一れて・ざっきザ

実真、 二美員（テ鼠才tヵvlそ＾まま、 大づ本多曳フてきてし・る〃っ1すて’．

すね一一てれτ’微積水か高等学核4教学に人フてきちゃ）’

わけで’す．。．てれかg、件数の処理と1．1ラニとて’I順列、組

合セ、確率と・・∵う巧か入ってきているわけ†～、

 てれか・、目移ネロ2一る耳r「一省曼数学、ハ中にそういう定静

的な毛のか．Iあるため1こ、統計といラのが’わソあいに重視

されて、㌧無教学一の中には相関関係といラつまで入っ

ているわけで＾すね！解析■一にもてういラの一か入ってい

るわけでnす。マして昭和3ヶ年にな・フて、「教学皿J に「統

計と確率一一といラ・刈入って’きいいうη．けて．’れ

鈴木 改定前．に「応用数学ノは入っているんし・1やないて・・

すか・

．因島こ・めんなさい。・5年ハときll「応用敦字一といラ

禾升目か一一言受けられているノく一て’・すね。・

重令’木  「応塙放孝一〇、中に1よ’統汁かソ。っているわけで；す

れ。

田島 入っている。そっち勿方が’と．’つさリ入了ていると
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いう慮し’なんτ・・す。

  「数学エA。．ドも「確率と統書す」が■」兵って。

鈴木    ㍉順列 と葎且谷セJ「宕室率の窓口米、「ろ窄率の言†算、。

田島・ 「統計・でrガ「標準偏差・「椎ラ則統書†の考＼ネ亨・号

集団、標本、ネ黒木調査一．これハト教学正A、て・す、、てれ

がら 「叙皿」の方にも 「確率と統計。 ヒな・てい一る。

鈴木  「平均とち5ばリ。「二項休布、正規分布■が人フ

て．いるんで’すね。

田島 ここで’r才っさリこういうのグ出ているわけて一すね。
予（中に一「母集団一「標本調査。「抜珊リ検在。『品質菅埠。、

こういうむ列まで’入ってぎているので一すr

鈴木．「応用数学・に・も入っているんでIすか
田島  「応別数学一や同様で’す；τ確率と統書ナ・・これ州・5

年て“、その間1て現代化とかなんヒが、ワ了フ了・いわれて、

集如考え・で’小中高一丁本にレ1・指導要領を、もう一渡フ

＜リ直そラというごヒになっ．て＜るわ1ナ。35耳には高等

学核ナ～け、やや王星代化的な気持参・があるので1すけれヒ∴も、

・ト中’ ﾍま†｛’ないわげて・，す。

 こ列3∫年勿指事要領の’「数学工一乞いう科目っ本文て’・・

はないんナ三’けれど・・も、「才昌碑計画作成および指導上（賀意

事項。といラところつ一番最後に、．「荻学的な考えの一っ
‘として、集合の考え方を．、たと．え1ガ不等式と領域1、二一 O跡
など．．巧よラな内容．と関亙して、指導する玉とか’望まレい。

まト、集合ぺ柱」、「各ま大る一の関往1表わ．・ずつll、

証わ・こ麦用いていしっかえ．ない一半いうパか’・あポ
倣末 表現は「望ましい、 という表瑛て・’すわ。

田島 ドから、本文の項にはないわけて・Iす。・二．ういう弓
が’八フ㌃・一 曹ﾍ、その前⑦何年が、商等学校’q数学につい
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ての・方々（研究休なビ・て’’、集合、集合ヒみんないい虫し

㌃二。丁～がらこういう勿が’出てき手わけでユすカ。

 それ（影響て1一心掌核、中学校もそラいラI考えてやるラ

といラ・こ’とになって・㍗次林1年ですガ・こ1でべ・ト学・

校（6年生に「雄がらしさ（考え→というのか・入る。マ
ナしから今4算の中学ネ麦て・・は、中学ネ麦の．2年て’’’「．確率一とい

うごヒがへ入ってくる（で1す。ナ～んだ‘んそういう3・ラに下

におろしナ～自統書十はもともヒ／ト中にはあるけれと’’も、確

率と∴う勿か・ちょフと下ドおリていっナてわけて｝す。

 中学核で確率をやる．よラ．に・なフたのは、自小て“いう巧

はおがし’いけ朴と一一毛、日数教で’ぼくか咄版郁．表をやって

いて、「現代1い右1舳指導ラ1一ズ；．一（明1台図書）という

本を三十何冊、3茸間く‘’らいの間一につくフたわけですよ。

その中ド．「確率統書すとその才ε毎 †学放、縞一。 と’いうのぺ

あるわけて・す。’ ｻれでぽ’〈は「．中学核における確率4精
一導一というご1とで，、昭禾ロイ0年の東京大会と41年（ネ申声文

会て・；2耳間一 A4σ耳で・ます∴試案を発表レて、斗1年で1実践し

てパ・記餌を発表し㌧そし．て「中掌赦におけ．る確率の
茄導一とい）カゾ板刷’．1／の印刷物を配っ†・んズす。これ

が“大麦言平判が1よくて、てれ一が；中学校て“確率を十名うと

いう機運舛常に盛んにい1・ヒい．ってい．いと息ラ列て1

す∴．マ．外1ス”・5年・桔専餓卜’I入っ1・ん1’’すよ一

 青…ガ確率をやるからには順列一’組合セからやらなけ
ればダ’×ドと’ ｩ、固定的に考えていトで1しょう．そうし1
ヤ’ ﾈくて、ネ封形図が何か7・・やソまレようといラんで．・、手

株は非常に桑もレ，ろ州つ十、慶応勾音豆師ヒいラ優秀な
．中一学てヘヤっ．仁せい七あるけ・れと・七・、そ一 ､いう学習才盲導一き

ヤリーましト。これ「中掌拡における確率の指専一．が’、刈
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茸の5月に慶応（手掌てhやってみトやつで’す。これは一、昭

和牛1年つ、目萎之考丈勿肩＼圃大会で’、ばく．と吉村老君ヒあ速

石て1報告し←毛（一て・1す。予れか一ら方台て’これに類した研

究が1行われるようになソまして、斗4算の中学棟の改定・到

ヒきに．、確率はI中学’核でヤうラビいうこヒrなっすくんで1

す。

樹木 改定（前にこれを十つ仁わけで’す・払。

田島 もちろんそうて一す。3卑く’らい前からてれ老ヤブ

ていトわ・けゴす。

 Iそれか9高等学校勿 「数学工。にも磁率が入るよ一ラ・．に

なフナて。『数字皿一で．’確率、諌言十をまとめてヤっていた句

会、確率†～けおろレ†て・わけで一す。高等学校巧3年ド．なら

なけれ雌．事を糾ない列1ガおがレいというので’∴岬
科目の†に確率を入れる一よラドしトわ1ナです。

 日石和43年、糾耳、45年（・卜中学核て‘㌧は、確率は、・1・学

才交6年にうよこっと「石寝がらしさ一といラ。が’あってく

†字2年で・・確・率一をやフて、高等蓉椥て乗るピ教学

工一で・「確率、 をやつ六て。

省令夫  「石室率、 ヒいラ言葉を小学校て1「石葎がらレさ一、と

いう用言音をつ史ラのは、ピ’ラいラい一．きさつ戸エんで1すが・

岡島 『確率一’とい1言葉はけっ・／且き”るという．二と

なんて’しょつ。

鈴木．一がえ’って混乱するんレやないて‘．すへ

同島かもわからないボそれで一高等掌粒ぺ数’字1・

に確率舳ラて・「菱羊学Lに・・／とポ1・確率分布1主・いラ

列でべ、方々に牡てくるよう1こなブトわけて’’す。・

鈴木 結局、タプっているんて”すね。

田弗マれ1ま脂専要領・上で1式タプらないよラにし一であ
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るつ毛りなんドげれビ七、教える先生が’ピ’うしてもブフ’

亨せちゃラ。中学ネ文の確率で’は・順列ヤ組合寸勿公式を伎

わ！5いことにケっているんナ～けれピ’、壱．、萩えておくとづ更

利ナ～力∵ら・先生が教えち半ラ。そうする．ヒ・高等学核べ

／卑でやる確率ヒ．タHプっちゃうヒいラことが・起こってく

るわけね。

 だが9・1・耳、畔．小細改牢で1ま・あまリマうい
う。3・．ラ 1てダフ’Iる n を ヤ＾ ま し よう と い う ので1、 真†（！グし

．もと’1二戻うて・・るとこうが1ある。

鈴木 今度は年7年しヤないですが・

田島 高等掌側よ実施されるのかヶ7年がI一らで‘’二指導妥倣

の政定は53年なんて一すパ

 言書が・あっちこ；ち発ノ3ぐげれ一も、記憶r残っている→

は、’ I戦係、一日本は統書†州おくれているヒいって、アノ

リカ・4デミーン7’’なんがヤってさ．．て、品質管玉里や何かいろ

いろやフナ〈て・1一レよう。ぽ’くらももともと、ナ曽山さんムい

）推測統計て・、すか、そういうも例をもワヒちゃんとヤら

なげれ1本．’ならないヒいラ（て‘1、大学や何かで．’はみんケー

生懸弁そういうことを＝ヤリましトかそれで・・・…」。

鈴木東大て・1は、一先生、代教ししゃながフけ．す午。

甲高．ぼ・は代数1．†・てい1㍍大学れて・先生・llな
フ∵ Z．．．が≒∵．そういうム・けし勉一1奪しなけ舳hいワないと一

い．ブ・の．で’れ・

鈴ネ 改定なん力・例ときのてういっナて案をフくる、何と

が委員マ・・すが、そういう．と；一 ､へは、六くと之は．’因島先生

はと．ラいラいきさっで’∵・・’・

田島 ぼくが人ブトのは3㌻年の改定からで’すよ。

 統計差もっと重視しなければゾけない。というムードは、
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確がに戦一後兵っ†てて一しょう．。日本が1軟争に員げトの毛、

てっちの方勿研究、σkヒか例研究が・おくれ一7・いナてとが、

いろいろな作戦やケんがのヒきにも、日本はそういう方

が笠んで’’なヵ’っトといラことをよくいわれプてんし’やない

て．’すガ河田龍夫さんな人が内閣のそうい）研究やって、

日本はこ・のままで．’は絶対負けるヒ具申しトら、怒られて

解散させられ㍑いラ哀話が兵る。

鈴末・いま“朴われ・統計数理石研究所勿1受立毛そうい

うザト’て．’設立さパ㍍暗号解読とか、禅丘・計算い・。

六～がら、河団先生兵たソー時．あ予こにいましプ・れ。
因島  亭充．妻文月汗。

鈴木 軌立言†算なんかの序文か来ていプ・みkいて・すよ、

終戦左前。．

田島ピラヤってもこれは勝てる1ます1がケいヒいラ結論
が’出寸二（て’’そ ラ いつ †（ら、．哀三、ら十てちゃ つ 仁。

鈴木 どこ．るで’、指導要領改定⑦委員会は普通1ま何人く

らい。大1イ本1σ人Iくらいですか。

田島 ．いヰ、三σ人ぐらいで．’すれ。大体、現場の先一生と文

学側キそくらいです．

鈴末 そラいう会議で．一の実現寸貢ξヰ生という、崇、は、ど’勿程一

度ウェートを重いて議≧給されるもので’’すポ理想市戸し

て、はヵ二く あるべ’し とい ラの ヒ …… 。

甲高1・年／ら一実験苫わてみて、そつ．．結果こμIヤ

ううなん／いうのんび1レたこと1ま1回毛ヤってゲわ
けわ一ナれヒ・’も・日敢赦ヤて州づ・いろいうな朋．軍団体

1・いろ・いラ実践レでみて．ll－1・っlllい1報．告1乱るわ

げで‘すよ。．そういうも（を頭に置いて。

鈴木 予うい・う資料は一応参考にするわげですね。
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田島参考にしているわ巾．それから、攻庭・が・行われる

よ．ラなこう1、（な・るヒ・方々から1いろいうケー恵見具申ヒ

いラか、要望なピが．舞い込んで’1くる。

鈴木  そういう列をある葎雇整理して・・・…。・．

田島 季夏（人は．、そういラ列菩一応知っているような

人は‘Iかりてプから・ああ・あれグ来だなと思えばそれて‘I

いし1わけて‘’す。

 け｛I、マういラ報告吋概、う・ま／・い寸といラ。！・ラ

ドうまいこ羊幸艮告しますか一ら1・本当．にうまくいフーたかと’’

うが、多・ケ心因こケ面もあるわ1ナて＾す。

鈴木 教員のI組織1よ基本則ではも勿すご’’・一く保辛古今だと思

うんて・1すけれピも、なかなか改革する川よ・・…・。

田島 教員（維織をノ㍗古壊すよう与改定案をフく季1よす1

が’ないんrすね。ある科目を整理しちまうIと・いラ列は虫
にくいわけて一寸ね、

．急先君ナ考支育となるヒ、文部省で．’方く巧学才交に実、験指定ネ交

みナ・いのが六ってす｝rとI一やっているんで‘し、よう。

鈴本 「統計．欲育に関して1まヤブてないんし’ヤケいて・すへ

たヒえ1ズ広帥附属を伎フて、吏語句・教育1麦なんといラ

バけ較実、糾1存．ことは聞いドとある。一．

田島 統書ナ教育もIあリよすよ。雑誌まで…出ているんし’や

〆い∵です千＼

鈴木1一・∴下放育と統計一い・いラ月刊紬ています．けれど

．も、あれは彦文盲r高売言すを牙リ用すると・．・ラ立場〔教育亭充汁

。といラ色彩乍んで’’すね。「教一音ヒ統書†一といラ勿は、最近

は名前が変わって、「教育と楕秤一とφ・なんとか、そうい

う題になフちやブト。
田島 し廿れ†・題になフ†てんドケ．
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鈴木  「統書ナ。 ヒいラ文字が『消えア（んじIヤないですか、

あのη刊言志1ガ

固勾 て’毛、文部省て’’、こザnうはビ1うか知らない1プれ・

ど㌧も、 しばらく前まで’1よ統書†教育の実験指定校が’毎年兵

フて、．それの発表会ハあっ†・はす1て“すポ

鈴木 けれども、官庁て’㌧香流言十つ弱いとこうが’、毛・レ

ろぼくは文部有し・やないがと思うので・■す、役人ηずで。

文部右自体に統計的な物巧考え方バ大喜だIヒ いラ廃レ1か、、

本当は実感ヒして・持ってないけれと‘’も、周りのムードで、

統計的なわのを入机ないと時勢・に＾〈れろとが・・・…．

田島 ての文部省て1やっている争売言†フていう勿は、’・〕・学

核なんかの1よ、1まいクmラフをつ／1たヒか、そうい）

コンフールみ1ていな（をやっ．ていトんでリレ． 諠堰B

鈴木・あ巧コ〉7一ルn主催もと1ま、総チ里府統書†局ビや
有いて・・すが、文音下有といラよりも．。そのときべ入選作品

・を統理府疏訂局のカレンダーの帯に彼フ・プ・リしています

・がら。一句が文都有は、一そういラ亭充計振興策みトいなっは、

むしろヒってないんヒャないで’．すφ）ね。

 たとえば、うちτ‘・やっているネ士会人向1ナ巧統計技術員
養成所に秦義を聞さ1・来る．川ガーほかのチ見業牢方とか巧

ん1よ未る1ブれと・も、自・氷け休さ固もとg文部わ役ぺは

ほヒんピ間きト乗ないんていす．よ。

田島等する1・高等掌オ麦では、先生か・本章．．・統計グ』

をよ／矢口らないわけよバれて’数学！／て’ 黷驍ﾆ1・、．順

列、組合セ、確率までI．は何とか辞学の先生か’わが．多んア～

げれビ・も、本当の統計一けるヒ列碍科人っ一十きて、

みんなよくわからない。けれヒ㍗ち、本旨専要領て｝何ヒな

く確率ヒ統計が八フセ、しかも時代勿ムードに押されて、
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桂測統計で’なければいけないといラので・、推定ヒか検定

ま㍗’応入れトけれども・てこは教え歩刀ら乍いヒいうの
ハ‘’戦後ずフと続いていろわげて‘’すね。

鈴木 て・・毛、私なんが思ブには、＼さっさ4高ネ先生一例数

学の自由・／1生、みトいなああいう思想が’、数学放育とか教

師の中にもつヒ漬笠していれば、読書すというの1よそんな

に異柿視しなくても人リヤす1・ヒ思ラんで・1すけれど・も、
それ力〉’ ﾏに受験教育（影響て’’すが・、すっさソしk勾が’数

学I・本来的な毛のドといラ錯覚ゲあるたハに、統’言ナgち

ょっヒ歯切れで悪い却かが’と．’う七孝文学と異質だヒいラ句

で’、生徒を洗礼させるもとにケるといラ庭．覚が・あソ坦ぎ’

るんびキないで’ずつ㌧もうテレ・あいまドなやのが’数学

ハ対象になソ待るとい1、本来ム数学的思考が・きちんと

備わってないタププ（人が’数学q教師をヤン通ぎている
んし’半ないで1すが。

田島そうら・もわがらないね。

鈴木  そ．う・なると・学芸学師とか教育学部巧教員ノ養成課

奉呈の岩文え方にも間タ重が・方、るんしllやプ・みい・ですヵ・。

岡島 なるほビ’れ。

餓末 特に、大一・掌ω数学の教授になるんなら、理学師つ

一数学科教授に．なリ戸（いといラ層が；多いて・．すから払。教育

・学仰．。教㍗．教．授け何1・亜流で・一打落ちこ1女けヒい

ラ意識を’持っているせいか、変に考吏員’を養成するどいラ

娃命H敵し切れな一。

因島  多文学の先生フーて〕順々に王星ノ表で’やっていくんトIけれ

ど．’も、高充訂のと一・こうにいくと、’二頂分布く’’らいまて．1ケら

いいげれど’わ、正規分布．が’出てくるとそこで’途棚れるρ
けて・’すれ。
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鈴木正規分布の必然的な動機・づけ1まむす’がレ〈て、高

等学才交っ範囲で一はて…きないんし．半ないで’すか。微分方程

式を解くどい）考え方を持っていない。それから、連続
分サといラ概念っ導入の仕方州むす‘’が・しいて1すれ一

田島あすがレいれ。そこでI’あさらあて、．そこから先は

・やらないヒ い うふう にし ちゃ ラ がといララ夫断がフがず十、

す．’るす’’る と き ているといラ感’し・ね。一いって｝毛、 これは大

学1（国そラびゃないかヒいラ詩がI出るけれヒ”も、やっぱ

り．捨て古刀れケいて‘’い．るわけで’す。正夫早分布は’香よ‘虫

て く るか9、 ヤっ はリノそれに触れてあ’くべき レ’十ないヵ＼

ヒいう意見1てなっちゃう二そうするヒ、 こういうことか

知られて いる と いうニヒ にな フて、 ず’っヒ技術的なやツ

方テ｛けを教えるヒいラことになフちゃう。

鈴木 基本自づには、モデルヒいラ者え方が少レ数学1て天

女口しているんじ1やないがといラ鹿し’か｝するわけで’す。

国島 萎文学教育全般にね。

鈴木  あくまで・もいラいろなネ既念’よεデIル’てμあって、 宍

際現象（．直接的託並で’は赤ン侍ないといラ感覚がぺちょ

っと納受に欠け血ぎている。

岡島 杉山高一君が1研究会開∴て、あんブ（一が1角こラに行

っている間に、何同一がわ斥けれど’’もれ。

鈴未伺が・一・月月11！率／らいはわていllみ．プてい
て・1すれ。

田島正規分布につ一てハニ亨分布がら不規分ヤヘ
高校数学（立場が5  一ヒいラ題で’、「数学セ三す一」

（・…卑・月そ）に喜一ピとがあるんで・す∴≒手真分布

・（付い午・箒青ビー1関係式がら・募’1隻トて
’．ヲ（x）二Cexヂ（二ぞ）を尊くハて・す。高校め4赦積ノふでは
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考赦・劣ト方米麦式をやっているカ、ら、 とにかく才黄老父関萎丈力v出て

くるわけはわかる。「……‘て’’ある三とが川知られマいる・’こ

天下リ1ミやるヒころφΨ多・〆やわらげ’らナしるわけ．†（す～、

C州／元ドビい1ピろが・むず’がしい。
鈴末  「差支■、で、て．’さますがわ。一

因島 ワリスの公式みたいの．があるから、無理すれば有

んヒかね。

鈴木 け’・積水で・こういう雫、限大（範囲ザ・・∴
田’ ? この積水1丈高等学核にない勿で’す。ア之か．らそれは

クソなんて．1礼だ’がジそれだけ1岬めて毛らうよツレ
ようろ＼’な㌧1。

鈴末I ｰ一 Aこハ詰。たけす三’ヒ中心極限庭理でパて、正
服分布いいの募入げやないで’すね。二子項分布の／フ

っ旭限小布といラ等入（仕方て“すね。ドゥーモ了7‘’ル流

のデフィニラっ’ 唐ﾄ・1、カ｝ウス流のデーブづニデョγレ’やな

㌧’
B

日島 正規分布の符微1まいってないがら。そういラ特ヲ数

バあれは’’、必然的1こ正規分布といラことは何もいフてな

いわげ1∴極限ヒしていくるといラ大話た’けて’Iすね。

鮒亨を書いでい．／，と、サイコロ1何回が振ると・㍑

ア～ん山がI岩にブレる∵これか・正規小布〆い・ラ詩になる

。ので’1 ｷ。マうすると・極弔ヒいう勿をちょフといいたく
なる《で1すがh、てれもいまの教科者に1ま何カないレ・†て

ト’、しL11千なフていて、それバこの弐で’麻らわさ水ること

か・矢口られている、とやるナ）け〆。ドがら、これはやっ1ブリ

これづ・らの高等掌核て・・、数学府・十ドおけろ統計として、

正規分布はピラいうふうド者えるがヒいう二とは問題な
んブ～れ。それから、推定ヒが検定ヒいラのを正規ノド布を
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彼フて扱うかどうか。 二項ノ永布で’やっ トプていいわけて’1

すゲらね一推定校庭を二項牛市で’1やる、それはそれで1お

屯しろ1丁（て一すよ。これも慶応列高等学校て・やってみナく。

二項か布ドげて’’やるときは、検定（方先にやるんす｛㌧二

項か布で．’検定をやって、ヒ．’つちか〔強いかとか、片側、両

側という話をすポそ（場合、こういうニュ員小布弓表を
バ’ツヒ与えておくわけて’一すね。

・鈴木  丁’．も、いまは電卓が’ムリますかられ。電卓にこ項

分布の確率バ1ベツと出るようなキーがなぜで’さないつか

わがら行いんて川すポ 正規休布の確率†～って・ずく’’一陣サ

ムめると思うので・す。

田鳥  予うて・すれ。

鈴木二丁員係数は土るザ・・すけれど一も、これはやっ1川

ちょワヒ網エしないとむす‘’ヵ・しいて・すれ、フ77トレ了

ルか’’人ってくるがら。

田島 二頭谷市ア～1ナで’検定一と推定をやる。これは高等学

才交てい岬ぐ’らいIて’’授業／て．みる．と・おもレろがっトて’す

よ。 そういうようなのでIやあ．ちまあ’うかといラIごとで’’す、

連続分布ヤらないで・・一ところ1・）小学核以来・統計をと

ろ目的は何て一赤るハというと、1 旧ｨは、あることを推定
するのが1最後の目的テニ・ということで一しょう。統書ナをとフ

㍑けでけ意味がない。それ，をもとにレて伺がを与1則し

トン推定しプ・リするニヒっブてめ1／ここそ・てうし一・う．デ’ニダ

を今岡ぺろんだ。

鈴木 そのために、仁ヒえば手一エビシェフ9不等．式・なん

て、もっと入れるべ、きて・・すね。千エビ・・シェフI〆木等べを

毛っと精密化するナくめに正未見分布の仮定をすると、福州・

このくらい縮まるといラふうプ∫ことがら、あじろ正規八
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布を導入する。

因島 こういう持微グあればも．っとこうなる、何もなけ

ればセいぜいこれド．けはいえろというの。

鈴木’よリ†・／さん（仮定を置くと、てれだけ破い推定、

幅利も例が1得られる。†・ドレ、仮．定しブてものヵ＼ずれると

予偲しト結果1ま・そa／ままずれる一危険が’．ある、ヒが、そラ

いう慮レ’（ヒこ5て一、正規分布を何気ないノ3、うに入札ち

ヤえばいい。

田島 正一夫見ノふ市ヒいうと、数学の先生は弍董見セないと

気が済まないらレい1すれと’1も、表カいあれは．一いいレ・やない

が，。正夫見分布巧定義式ナ～けし’やど’うにもならな｛表州

あれは・・こそ役に工っん一がら、こ⑦表で・牙、されているよ

1な分布れいう・．とて・いいと思うんグよ。・． ﾄういラふ
うにパン．ヒ変身て・きないとい一うこ！は、君ふい小よ1

にモーデ’ル的な、考えが・ない’がら、ヤういうものを天下リ的

に与之・られ．ると、気持ち州悪くでしょうが・ないらレい。

鈴木 中～極限定理か’あるヒいうこヒで’、正規分布（汎

用ノド生を説得レてもいいんて．1すれ。

田島 なぜ’正夫見分布が・大李が。そ例ものが・正規分布て・な

く．ても、そ・こがらヒっブくサ・フ。ル・ミーンは正規か布に

なっちゃラビ．いラこヒ外・大事なんゼれ。

鈴木．．、もういけ・1れはちょフとあ・ず1がしいが屯しれ・
グ・1け・れ二‘’も、棟木耳均／接木林散一か・独立11楕堺をと．れ

一るヒいうのか『正夫見分布のノつの・メリットでIすれ。†｛’がら、

そういラ感覚が’本当1れラちょフど何か盛／込めξヒい．

いのヵ・もしれないて一すね。圧殺・今市（特徴プけという一と

田島木㍗ソンか布なんか毛、高手掌ネ交（数学で、あレろ
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鈴木 八フても．いいくらいて’’すれ、末㌣ソン1ポ

団島 正規分布はかソのごは’1フ7……一

鋲末 に’から■、二項小布ひ／つの極限とレて正規分布、

／つの極限ヒ’ ｵてポ了ソン／岬、そういうような薦覚て・
；フぐら・い人れ6教科書にする・1も／フで・すれ。

田島 てうな人ですれ。今渡②改定てI．τ破率・統書ナー。が’

／フの盈双ネ→居にケっトマ’Iレ木ラ。その中にはプァソン

ぐ’らいあっ←．・て、ち、かレくないと恩ラん†～ポkす～、

ああい1ふ1に選択科目／1なると、大学受細関係1一．、

確率、統計をやる人ゲもフと減るす～ろラと1・って、確率、一

統書†毛一生懸命ヤっている先生方は嘆いているIわけだ∴

 いままで‘1は確率が・「教．学工一にあっ存から・う・んと大

学・試験11出マいる．で・いプ大学g先生1ま確率列問題

が、好きて・1すからいっ・げい忠ているけれビ’も、今度ああい

う、3、うになると、1星炊する学生が’非常に少なくなフで、

高ネ交生全劣員としては、呑売言すまで・・いかな・一リ（して毛、石裳率

・レ．ベルはダウンすると見て一一千わけて‘．れ繍確率に

フいては、†学（確率ビまソということドなる。

鈴木．ト†～、医学邦など・・では確率、統書†き必須トすると

ころづべ、ある禾呈渡3、える’と患う人で1す加。

目高あるい1よ経済掌部なんか下一もあるかもしれま一せんθ

4冷木 てうするヒ、予備オ交でそういラ特別一巧講義かげヤ
るんレ■ヤないかと1；ラ気が1するんで1すれ。学核て一’ ﾍめん
ビラ見て毛らえないから……。
田・島 予備技は先回りするから。行列．毛ヤる’ど、．碑科書

1（1まないのに、ケーリー・一八…ルトン（定五里なんて変な

ものまで・・ちゃんと教えていて、固有値まで’’敬える予備校
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ガ1’’出てくるらレ㌧・。

鈴木I田島先生、旺文Iネ上のラシ才講座か阿がされていk
のはいフこ’’’うて‘’すか。’  ・

因島 あれはよく覚えてIないげγしビ1．七、少なくとも1ヨ召和

29耳にはや・ている、から、30年並くやってい季んア4よ。

鈴木 いまもヤっている（てI’すか、

田島、 いまもヤっている。←†｛レ、、昭‡吋5年彦から．1よ今

月からlO月までIはヤらず’に、ll，12，1，2一．と直前にな

るヒやりましナ・一先月久レノ3ぐソに自分の聞いTみた。こ
ハ こ’’う 文づヒう文皇、1ま夕方 6 θ寺子ヵ・’．ら †～力、 ら 、 ‘メ シ を 食い な

．がら自ノか4ラ。ジ’才聞けるんドよ・いままで＾深夜．プっす・け

れ仁・■も、1采衣勿方が’電1度バが1高いんト．って．

鈴木本州ガと・・．の＜ら一ず一つまとめて一・・。一

田島 1回力小で’、てれなソにデキ人トをつ／ってぢい

て、旺支社勿録音室に・行フて録音するんだ’。昔なシザ回
に4本かi本ぐ・らい鐸昔しナてニヒ‘ 浮ﾘあるけれビも、いま

は≦仁ぴ’れ・季から、ちょうち辛ろと2回レがやらない。

省令木 テレビ倒あれは、いまある4て・・すが。何かそラい

．フ ’．’’…“

田島．げ／はデ！ヒ’’は出．い㌦キ州て1う1・ラ数学の講

．義がヲジ．才の浪に乗フた勿はNHKて‘■すよ。はくはネ刀あ

．てNl＝H’・κそ・・夏休みに、何グ高才交生勿勉強にフいてヒいう

一ので・・2～3国やらされたことが1ある。それヵ喉初。そ・れ

がらしば’らくレて、NHlくて・高才交三豆信彦之育というの．を玄白

め 仁んで・1すよ 。

鈴木 だとえは｝抜き取り・検査方一式みたいなのを、何キレ
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バ㌧で変えちれるようト、レハ’一をセット了ツブ。すると、

不．良品ヒ良品かビ1のくらい巧宇リ冶・て‘1蓄ネ責され一て・いく勿か

というのを、ヒ＾シ’㌧了ルにケレす．’フ3・えていく師小か一逸

続的に1ベツと昆之るような装置なんか、考えられないも

（て｝し木ラがわ。

田島 舌し雀丈表で、 一マ手て‘Iヤっているのが・ネ育いっ’ゴいで1

しょラ。そうすると一時間か・がかるれ。

餓木 あるいは赤玉、黒、王、で’も、台と、黒、て’’も一レ亡率圭変え

て、 そこヵ、らづ可つ固す’’フカ・才女き耳又っ仁とき1’こ・・・… 。

目高比率毛麦えて・六・いて、それ1よ生徒に黙って片い．て

れしてみて、分度1古幾・一らくらいブ、今度け幾・らくらい

ブ～ヒいうノ3、うにいういろ推定させてみる。学校て・やる実

験句・いい点は一1∵．う笠具さえ．そろって一川よ’・一盈

にケ0組ぐ’らいサンプ。ルとれるて・・しょう．千こか1い・1ヒご

ろで’、1人て『や’っトらヒ・て：し大安て’’めんビラくさいと思

ラ毛の苔、 クラスIてIやナし1ゴー逸．1’こ．ヒれるづ＼ら、 そ才でをイ可

国力’やらセれはピがケリ九’屯しろいと、恩ラんドよ。

微本一野球て’・七一3回ぐ’らい．まで川得点、分布を、序盤、

中盤、終盤ヒいっ一r・ぐあいにかIけて集計した・ソ、てれ力・

5・各チーい勝1たブ㌧ぺ主催地て‘・勝った・先攻めで’

勝1．†・・ゲ㌧ム・後攻めで’勝ら1・ケ㌧ム・一頁1Tけ’ ｡と
い ラ 列 を ヤ る ヒ 、 ヶ。亭且く・’ら ＼，・の子’一一 タ か・一三益に 出 る ナっ1ブI，

i年間柱るピひ．を個別に生徒にヒ子．けラ、ムな一ん
一がフくらせて全体を算言†すれば・γ口野旅。lデー9kか

高校男子津巧テ㌧タは、がなリ演習用巧赦材とレて一は・使え

るんレやないがという気か・するんて・・すけれヒ・・イわ。

田島 二（間、高校（先生方に確率の言古文したときに、

量挙ヒいうハが’多数1夫でI沫まるていしょプ多数でい沃パ1
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方が’いい串采になるよラな気がするで’しょラ． そ机はノ

人ノ人か’まと毛な人間で．あると㌧一・う前提4斗とて’’いえる

ことで、 ！一人／人α判断力が’2休のノ以下ト’と、↑（＜さ

んで’’一ヤればヤ．る1まと．’全体としての判定能力は落ちていく1

そういう言†算1ま3人ぐ・らいで．・ヤってみると、予一：・・うな演

習問題になる。 ／人（判断力戸（場合、カ、ることをみん

㌃て’．・やる場合、／人で．’やるよリもすてくさんて・1やると悪、い

場合が’ある。ドハー2ノか勿／よソノトさいとかえってタいメに

交る。2かの／よリ大き1ナれば、す・くさん（方がはすま

す判定能力は上が1っていく。

鈴木阿い・一パヌーンは、r・とえばマ）レリぐツ問題てH、本

当に能力が＝みってわがっ・ていて正レい（か、 いいか1ヅん

にヤっても、偶、然て’’もガなソ当．†てる・のカ＼ヒいラ差か’広．ク

ますわ。てラいラグ〕を潜在的な構造として合むτデル参

考え。て、能力と偶然列割合が1個木差がある場合ド、本当

にそこからヒ1（程原能力が■まかれるか．†てとえげてル。

バ．ツ問題τ’、半分当たると零、ξ、とするのか㌧呑いいとノも

ラので一す。

田島iO題のラち5題て・さているのは零、ξ、で・、それから

始めて・いく。了イナスき入れてたけばてラいう芒デルに

なろわけか。

鈴本．．．大テなんかで’試験問題として自由記入一式τ～げにす

．る≒∴ほ・とんと‘’ダ’メケ㍗v多／て、ξ・づけよう州ないから・

了ル．バ1ツ問題み†・い（を／亨1j…Lくらい出すて’I・レよう。 も

ラ＿方。方には自分で’考冬て解が㌃ければ．1い一けない問題

を出して、 ≡フちの方の再ち果を見なが1らマル・バ’ツの問

題を勘案する。 多少で’仁らハにつけているが、糸内得して

当†〈っているのヵ・、そういラウエートプ’けレて採点、し†・
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256◎3

リしトこヒか’赤リますけと一ね、

田島 ごっきつ問題て一も、たとえは’’5人で1やって、／人

μふまレ1めな十つかいて、銅貨投1プて表か・出たらマルで1、
上表が’出・存一らハッをつけよラといラヤつが’まき’フていて、

3人て・1ヤって毛詩果1よタIlメて‘I、／人て“十ったのヒ回しいこ

ヒ11ケっちゃう。そういう・が’いると、打ち消しちヤラー

わけ。

づ令木 ノ信幸足か・、～、えないわけていすれ。

田島全然ノ／・えない。一そラいラ・計算も、ち・ようビ’確和

書十算問馴1いいんブ｛’よ。

鈴木 それから標本洞査の方法て‘I、衆並、覆両手ラ麦みブ。

いな、答・えにくいよラな賃門・をする場かド、ランチムネ

又を八れて、伺．を間ヵ・れたか調査員kは直接わいられい

ようiこすろので＾す。そこから楕幸艮をとる、偶数力＼へ’出たら

こ勿問題だとヒ者’えて答之．の選択肢を墨べ’、奇敏が’辻けこて

ミ 1・こは こ っ ち の ト「題 ヒ い ラ 月早柔天で’星才天刀支を藍んで1・くγし。

偶牧がh法プ・が奇数が・忠†・が1ま調査夏に知らせない．回答

老・方が・偶然を．利用して、ヒ・1I tちを答え71・るかわがら
めようにする。ア・ヒえば、セッーフス．の回数ヒふ多に人る’

回夢ヒづ㌧（笑）何がそラいラ直接的に聞きト＜い勿をヤ

ブて、半分・特報は≒シダ’け捨てられるわけです、1本
来聞． ｳトい貧問以外の貫問ヵ十人リます．けれど・も、ヤ㍗は

ランチ4ネス（構造が’はっきリレているζ、スる祥度聞
き仁・1方（賃閃（ハ。一七 ）テー ゾを万ヌリ 出せるわけで’す。

㌣れ‡同調査テ麦といっ↑・が、研究所つドれかが’そ．．プいラ

列をやっている。岡山・学生が何がに調査した’側11’が・ある

列です。ブから．、偶然1・！主の幸／周1麦．ヒいラタイト）しで’書け

1ま’’ A本走れるんし・やないかと恩・ラ。
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岡島 なるほビれ、 そういう本きびとフ書．いてください。
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